
今こそ停戦を！ 今こそ交渉を！ 今こそ中東和平を！  

 

 

 私たちは、現在の事態を心より憂慮し、今こそ停戦を、今こそ交渉を、

今こそ中東和平を、念願するものであります。  

ご承知のように、イスラエルとイスラム組織ハマスによる戦闘が日

増しに激しさを増し、すでに双方に多くの犠牲者が出ています。特にガ

ザ地区においては子ども２００人を含め民間人の死者が１０００人を

超え、イスラエル国内でも多数の死傷者を出すなど憂慮すべき事態に

立ち至りました。国連をはじめ諸国が即時停戦を求め仲介しようとし

ていますが、いまだ解決の糸口が見えません。  

私たちはイスラエルとパレスチナの双方から親族を紛争で亡くした

子どもたちを日本に招き、相互の信頼醸成を構築することが必ず和平

につながるとの思いから、２００３年の綾部市をはじめ全国の諸都市

での中東和平プロジェクトを支援してまいりました。来日した子ども

たちはその都度、小泉総理、麻生総理と面談し、昨年は安倍総理と面会

し激励を受けました。双方の子どもたち（述べ７４人）が日本における

友情と交流が彼の地に戻ってからも続きますように、と涙を浮かべて

語っていた姿を思い出しております。今回のガザ地区とイスラエルへ

の戦闘は、当事者はもとより全世界の人々の和平への期待と努力を踏

みにじるものであり、人道上許されない暴挙であります。  

我が国は従来、イスラエル・パレスチナ双方から信頼を得ている数少

ない国の一つであります。また、世界唯一の被爆国であり、平和憲法の

もと一貫して武力に依る紛争の解決を否定してまいりました。  

日本政府におかれましては、今こそ、イスラエル・ハマス双方に対し

ガザ地区とイスラエルへの戦闘行為の即時停戦を求められるとともに、

人道的見地から、一歩踏み込んだ停戦・対話と和平交渉の再開に向けて

積極的役割を果たされるよう強く要請いたします。  
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